
圏域名

事務局

また、現時点で開始予定の事業所数を把握している場合は、その数を記入してください。

　　就労選択支援も含めて就労支援について協議する場はありますか？

　　（問３で「２、図られていない」を選択した場合）　その理由を記入してください。

　　（問３で「２、図られている」を選択した場合）　どのように連携を図っているか記入してください。

※　その項目を選択した理由を記入してください。

問３　特別支援学校等教育機関との意見交換や連携体制は図られていますか？

　　１、図られている　　２、図られていない

問２　圏域又は地域自立支援協議会等において、就労選択支援について協議するワーキングチームや

　　１、現時点でワーキングチーム等があり、今後も継続していく予定

　　２、現時点でワーキングチーム等があるが、就労選択支援事業所の体制が整えば終了予定

　　３、現時点でワーキングチーム等がなく、今後設置予定

　　４、今後も設置予定はない

　    　１、されている　　２、されていない

　　（問１で「１、されている」を選択した場合）　開始事業所数を選択してください。

　　（問１で「２、されていない」を選択した場合）　その理由を記入してください。

就労選択支援事業に関する調査票【地域自立支援協議会】

問１　令和7年10月末現在、貴圏域又は地域において就労選択支援事業が開始されていますか？

資料１



　　いることはがあれば記入してください。

　　　以上で質問は終了です。御協力いただきありがとうございました。

　　　回答結果は自立支援協議会本会及び県就労支援部会の資料として活用させていただきます。

問４　圏域又は地域において就労選択支援の体制整備を行っていく（維持していく）上で課題と感じて

問５　就労選択支援事業に関して、県就労支援部会に協力・支援を求めたいことがあれば記入してください。



さ

れ

て

い

る

事

業

所

数

開始されていない理由

開始予定の事業所数
選択 記述 選択 記述（図られている） （図られていない）

佐久

佐久広域連合障害

者相談支援セン

ター

1 1 0 1
当該事業に係る地域の体制整備に関す

る協議が必要なことから。
1

当圏域の就労選択支援に係る協議を行うために

設置した「佐久圏域就労選択制度に関する関係

者会議」に、養護学校の進路指導担当教諭にも

メンバーとして参画していただいており、一緒に

地域内連携等に係る協議を行っております。

0
　今後、実際に１０月より当該事業を開始している事業者より

課題を報告していただく予定です。
　・他圏域における取組等の情報共有

上小

上小圏域障害者就

業・生活支援セン

ターシェイク

1 1 0 1

地域自立支援協議会内に就労支援につ

いて協議するための就労支援専門部会

が設置されている。現在、部会内におい

て就労選択支援について協議するワー

キング会議を行っている。

1

就労選択支援について協議するワーキング会議

のメンバーとして特別支援学校進路指導主事に

参加いただき、高等部の状況を踏まえた「就労

選択支援事業の利用方法、課題等」について意

見交換、協議を行い連携を図っている。

0

・就労選択支援事業を行う事業所が一定数必要になると思われ

るが、事業所の確保が課題と感じている。

・広い圏域内で事業所が中心部に偏在する可能性があり、周辺

部の利用希望者が利用できる体制の整備が課題と感じている。

・就労選択支援事業が、現在就労継続支援B型利用に際し行わてい

る就労アセスメントのように形骸化することのないよう部会とし

何ができるのかを検討していただきたい。

・就労選択支援事業を利用したのち、就労継続支援事業を利用す

る者となった場合、「利用が固定化されていないこと」や「ス

テップアップしていること」を確認する仕組みづくりなどを検討

していただきたい。

諏訪

諏訪圏域障がい者

総合支援センター

オアシス

1 1

10/1開始　1事業所 (就労選択支援のぞう

さん）

11/1開始予定　2事業所（SAKURA岡谷セ

ンター、さざ波の家）

1

今年度は試行的に養護学校生徒4名を実

施し、課題を検証し、次年度から本格

的に実施する

1

ワーキングチームに諏訪養護学校の進路担当の

先生2名、花田養護学校から1名参加し、就労選

択支援について学校現場からの意見や課題を共

有し、協議している。

0

養護学校の生徒数が増えており、就労選択支援事業所が３事業

所で対応できるのか？これまでの就労アセスメントでは5事業所

が分担し、アセスメントの日数も短期間であったが、就労選択

支援では一人の評価に1ヶ月要するため、3事業所での受け入れ

調整が厳しいと感じている。

他の圏域の実施状況など情報を共有し、参考にしたい。

上伊那

上伊那圏域障がい

者就業・生活支援

センター

2 0 令和８年４月より１事業所が開始予定。 1 今後も課題等検討予定である。 1

現在行われているワーキンググループに参加して

いただいている。

今年度は養護学校生徒については調整会議等行

う予定。

0

・事業について手上げする事業所が少ないこと。

・事業所提出書類の様式18（第三者評価）についてどこでどの

ように評価をするかについて早急に検討をしなければならな

い。

・様式18について、第三者評価をどのように進めて行けばよいか

県で検討をお願いしたい。

・上記について各圏域でどのように進めているのか情報をいただ

きたい。

飯伊
飯伊圏域障害者総

合支援センター
2 0

現在、３事業所が検討中。その事業所と関

係機関とで今後圏域での進め方等話し合う

場を設けていく予定。

3 問１の返答に伴いその後に予定する。 1
自立支援協議会で情報共有。また、日々の中で

近況確認などを行っている。
0

現時点では課題は感じてないが今後の課題として、関係者での

会議の日程調整や圏域のルール決め等があげられる。
他圏域での進捗状況を情報共有頂きたいです。

松本
松本圏域就労選択

支援プロジェクト
1 1

現在　ウエルビーさんが10/1より開始。

2026年2月を目指して　SAKURA松本中央

も開所予定。

1

プロジェクト会議を定期開催。圏域の

基本ルールを検討し、研修会を予定して

いる。

1

プロジェクト会議会議のメンバーでもあり定期

参加していただいている。

充分な意見交換ができている。

0

関係する方の理解。とくに計画相談の方がどこまでこのサービ

スの浸透をしているかのは課題である。

1月の勉強会では理解を深めていただける内容を考えている。

また、支援学校さんのご意見やご都合をくみながらやり方を模

索している。

勉強会では講師を宮内部会長にお願いしている。

既に選択支援をされている事業所の事例をお聞きしたい。

皆さんから、こういう場合はどうしたら良いかとケースの質問が

ある。

厚労省からの資料の解釈の仕方をご伝授いただきたい。

木曽
支援センターとも

に
2 0

就労移行事業所がなく、現在木曽圏域では

「延期」。
3 状況に応じ設置を検討させていただく 1

・障がい者基幹・総合支援センターとして各種

イベントへの参加

・ポツセンターとして在学者による現場実習へ

の参加、就労アセスメント評価の実施。

支援会議等参加させていただくこともあり、ご

家族様と挨拶させていただいている。

0
現在は延期対応となっているが、開始となった際に他圏域の活

動と異なる場合の進め方に関し参考事例が乏しい。

ポツ連絡会で県の規定が欲しいとの意見が上がっていました。

現在は各圏域で規定を設ける動きを取っているが、圏域ごとでの

規定となると共有も困難となる。とのこと。

現在は諏訪圏域の進捗が良く、規定に関して「ひな形」となる圏

域の確認を行っていただけたらありがたい。もしくは県に精査頂

き示唆いただけたらありがたい。

問３（特支等教育機関とのとの連携体制）

問４（体制整備を行う（維持する）うえで課題と感じているこ

と）
問５（県部会への要望）圏域 事務局

問２（協議の場の有無）問１（就労選択支援事業の開始）
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問３（特支等教育機関とのとの連携体制）

問４（体制整備を行う（維持する）うえで課題と感じているこ

と）
問５（県部会への要望）圏域 事務局

問２（協議の場の有無）問１（就労選択支援事業の開始）

大北

大北圏域障がい者

就業・生活支援セ

ンター

2 0

就労選択支援事業を行う事業所がないた

め。現在1事業所が選択支援を検討してい

るが基準に

を満たしておらずどうすればよいか県へ確

認をしている。

3
検討している事業所が指定を受けること

が可能かで状況も変わってくる
2 0

今までの就労アセスメントに関しても圏域内に就労移行支

援事業所がないため、他圏域の就労支援移行事業所にアセ

スメントをお願いしていた経過もあり養護学校との就労に

かんしての連携が図られていなかった。そのため具体的に

これからどうしていくか検討できていない。

圏域内で就労選択支援を行っていただく事業所の確保。

事業所、養護学校、市町村で就労選択支援に向けて共通認識の

理解。（同じ方向で進めていく）

就労選択支援事業所の要件の緩和、特例等可能であれば県へ働き

かけをしてほしい

長野 長野市 1 4 0 1
長野圏域としての正式なスタート時期を

決定するため
1

専門部会である「しごと部会」へ特別支援学校

のコーディネーター及び教員に参画してもらい、

定例の部会において意見交換や情報共有を図っ

ている。

0

①利用希望者とサービス提供事業所の需要と供給のバランスを

制度を維持、継続していける状態に整備すること。供給が間に

合わない場合、就労移行支援によるアセスメントの実施となる

が、この場合、新制度への移行が進まなくなると思われる。

②学校での職場実習を踏まえたアセスメントと就労選択支援事

業所でのアセスメントを連携させて進路指導に活かしていく形

へスムーズに移行できるか。

③特別支援学校以外の利用希望者に対して、制度についてどの

ように周知していくか、①にも掲げたが、すべての希望者が

サービス利用ができる環境を整備していくか。

・事業者側で受け入れられる人数の把握や学校側の年間スケ

ジュールの調整が難しい。

・アセスメントシート（JEED）が使いづらかった。統一が必要

ではないか。

・特別支援学校以外の利用者について、利用者の希望と異なった

見立てになった時の進め方や、相談支援専門員がどのように結果

を参考にして関わっていくか。また、就労選択支援事業所と相談

支援事業所の役割分担の仕方など、他圏域の情報を共有できる体

制を検討していただけるとありがたい。

・学校・事業所双方で受け入れの調整をいかにスムーズに行える

か。

・さらに使いやすいアセスメントシートを作成し統一ができない

か。

長野（須

高地域）

須高地域総合支援

センター
2 0

・開始されていない理由は、把握出来てい

ない。

・開始予定の事業所数の把握も出来ていな

い。

0
協議の場作りを検討していくことは必要

だが、まだ具体的になっていない。
1

昨年度まで自立支援協議会の専門部会に養護学

校の参加があり、専門部会のなかで情報共有等

の連携は図られていた。

0
・就労選択支援サービスが、まだ未知数に思えてしまう。

・どのように整備していけばよいのかが、正直分からない。
・具体的な情報共有や協議会の助言指導等

長野（千

曲・坂

城)

千曲・坂城障がい

者(児)基幹相談支

援センター

1 1 0 1

現在、就労選択支援ワーキングを立ち

上げ協議を行っている。又、ワーキン

グとは別に協議会内にはたらく部会が

あり、就労支援について協議を行って

いる。

1

令和7年5月より、稲荷山養護学校、上田養護学

校の進路指導主事の先生にワーキングチームに

参加頂き、月に1度行政や就労選択支援事業の予

定事業所、基幹相談支援センター職員らと共

に、制度の内容や目的、学校側からは利用対象

の生徒数や相談支援専門員不足の課題等、他の

地域の動向等を情報共有してきた。11月、12月

と就労選択支援について養護学校では保護者向

けの説明会開催する。

0

千曲坂城地域の稲荷山養護学校生徒さんは来年4月よりスタート

となる。令和７年10月末現在、地域内で就労選択支援事業所が

一ケ所のみで、他圏域（佐久）も対象としており、既に5名の依

頼が来ているとのことで利用相談は、お待ち頂きたいと言われ

た。また、来年4月サービス開始予定の別の事業所と、現在ス

タートしている事業所とでの就労アセスメント内容のすり合わ

せは等はするのか？同じ地域内で就労選択事業所毎アセスメン

トが違うのは仕方ないが、ある程度は同一箇所等がないと評価

に差異が出てしまうのでは？

わかりやすいパンフレットの作成

北信

ほくしん圏域障害

者就業・生活支援

センター

2 0

本年6月から7月にかけて圏域内の就労系

事業所と相談事業所の各所に意向調査を実

施し、その際に聞き取りの中では「人員を

配置できない」、「アセスメントのノウハ

ウ、スキルが乏しいので自信がない」、

「事業経営上、見通しが持てない」等の意

見があった。

1
部会内に専門検討する「就労アセスメ

ント委員会」が設置されているため
1

上記「就労アセスメント委員会」、および協議

会「雇用支援ネットワーク部会」に参加されて

いるため。

0

いわゆる「手上げ方式」を前提とする従来の「事業開始」を

「どこかが」、「はじめる」のを「待つ」、状態が「常態化」

しているため、相当の「テコ入れ（他圏域の資源を投入するな

ど）」等の、取り組みが想定されるため、そのための調整が課

題となっていいる。

あらためて、県協議会に上記「圏域課題」をあげさせていただき

たいと思います。引き続き継続協議をお願いできればと思いま

す。よろしくお願いいたします。


